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Abstract
The number of Japanese teachers and students in China tops in the world in 2015. Two thirds of the 
Japanese education in China is conducted in colleges and universities. This research explores the status 
quo and issues of Japanese education in China exemplified by that in Shanghai Ocean University.
Based on the background of Japanese education in China, it has studied the history of Japanese 
education in Shanghai Ocean University and made an analysis of curriculum setting in the foundation 
stage. Taking the example of the PAD (Presentation, Assimilation and Discussion) practice in the 
Extensive Reading, this paper has explored the teaching practice made by our teachers to improve 
the language proficiency of the students. It has also introduced one of our features—a variety of 
international exchange.  The inadequacy has been illustrated in the last part from the aspects of student-
faculty ratio and our support to the students who would like to pursue overseas study. It is expected that 
it can provide some reference to the Japanese education in universities of sciences and engineering in 
China for those Japanese educators and educators.
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PAD 教授法のほうがより良い． 18 35％
PAD 教授法のほうがずっと良い． 4 8％
　以上はPAD教授法とそれを取り入れた読解授業の
実践の紹介だが，実は学生の自主的な学習を促すため
に，日本語学部の教師たちはPAD教授法のほかにタ
スク，ポートフォリオ，反転授業などの教授法も積極
的に授業に取り入れている．また，クラスサイズの面
においても様々な工夫を試みている．会話の授業の効
果を上げるために，現存のクラスをさらに二つに分け
て少人数授業を行っているのもそのひとつである．
４．国際交流活動
　グローバル社会では国際的視野を持つグローバル人
材のニーズが高まってきたが，それに応じて日本語学
部も国際交流活動に積極的に取り組んできた．2004
年11月に本学と日本九州女子大学との間に『上海水
産大学と九州女子大学交流協定書』が締結されたが，
それを皮切りに国際交流活動が盛んに行われてきて，
現在では日本語学部を代表する特色の一つにもなって
いる．
4.1　協定校との連携
　2004年以来，上海海洋大学日本語学部は九州共立
大学・九州女子大学などの大学と様々な形で連携を取
ってきた．
　まずは編入生の派遣である．前述のように2004年
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九州女子大学と協定書を締結したが，それに次いで
2005年と2009年にそれぞれ九州共立大学と活水女子
大学と協定を結んで，編入生派遣に関して合意を取り
付けた．そして2004年から2016年までに編入生とし
て三つの協定校に留学した学生は，すでに230人に達
している．
　編入生だけでなく，2009年から日本語学部は交換
留学生として九州女子大学・三重大学・高知大学など
に学生を派遣している．留学の期間は半年間か一年間
である．2009年から2016年までに交換留学生として
日本で学んだ学生は40名近くに達している．
　上述の二つは主として在学者向けのプロジェクトで
あるが，2010年からは卒業生向けのプロジェクトも
発足した．2010年上海海洋大学は桜美林大学と協定
書を締結し，本学の優秀な学部生が卒業後ただちに桜
美林大学大学院に進学することに関して合意を取り付
けた．今まですでに数名の卒業生がこの形で桜美林大
学の大学院に留学している．
　
4.2　文化体験プログラム
　2014年から毎年夏休み期間中に十数名の学生が日
本での文化体験プログラムに参加している．毎年の研
修先は固定されていないが，学生に日本文化を体験し
ながら日本語能力を高め日本文化をより深く理解して
もらうという趣旨には変わりはない．まず2015年の
プログラムを例として文化体験プログラムを紹介して
おきたい．
　2015年に広島国際プラザと協力しながら実現した
文化体験プログラムのなかには日本語授業のほか，原
爆資料館の見学や宮島訪問やホームビジットなどの文
化体験も入っていた．十日間に渡ったプログラムを通
して，学生たちは日本人の真面目さと熱心さを実感し
ただけでなく，戦争の恐ろしさと平和のありがたさを
改めて認識することができた．
　2015年までは主として本学の学生を日本に送るだ
けであったが，2016年に入ってようやくその局面を
打開し，日本の大学から学生を迎えることができた．
８月下旬に九州共立大学の学生は本学が主催した文化
体験プログラムに参加し，本学日本語学部の学生もス
タッフとして同プログラムに参加した．一週間に渡っ
たプログラムがきっかけで，両国の学生が様々な分野
において交流し，相互理解を深めることができた．日
本の学生は今回の研修を通して日中両国の文化の違い
を感じただけでなく，日本のメディアによって作られ
た中国像と本当の中国の違いも実感したと語っていた．
一方，中国の学生も今回の研修からよい刺激を受けた
ようだ．
　多様な国際交流活動を通じて，学生の国際的視野と
国際コミュニケーション能力を育成し，大学の国際競
争力を向上することができたので，日本語学部はこれ
からも国際交流活動を推進していきたい．
５．問題点と課題
　1993年に日本語学部が設立されて以来，教師達が
絶えず積極的にカリキュラムと教授法を改善すること
で，日本語学部は大きな発展を遂げてきたが，現在の
日本語教育にまったく問題点がないというわけではな
い．
5.1　学生・教員数比
　高等教育の水準を判断するには，学生・教員数比（ST
比）が一つの重要な指標とされている．ST比が高け
れば，教師の負担が多すぎることになる．莫大の時間
が授業にのみ費やされ，研究や本人の資質向上のため
の時間が確保されなくなってしまう．中国教育部が
2004年に発表した『普通高等院校基本办学条件指標』
のなかでは，ST比の上限は18と決められている．
　ところが，日本語学部ではST比はすでにこの基準
を超えてしまっていると言わざるを得ない．近年，日
本語学部は新人教師の募集に取り組んでいて，ST比
が徐々に下がってはきたが，それでも2015年度（2015
年の秋学期と2016年の春学期）のST比はやはり20.3
％だった．また，教員数の中には本務者も兼任者も日
本人教員も含まれているが，本務者と言っても年に一，
二名程度が出産や研修によって授業担当から外れてい
るのが現状で，実際のST比はこれよりもっと高くなる．
大学側もこの問題を認識しており，教師の募集と新入
生の人数の削減という二つの面から問題の解決に取り
組んでいる．さらに，本務者の負担を減らすために，
積極的に兼任者や日本人教員の採用を進めているとこ
ろである．
5.2　留学志望の学生へのサポート
　前述のように本学では毎年30名程度の学生は編入
生や交換留学生などの形で日本へ留学している．そう
した状況のもとで，留学志望の学生へのサポートもよ
り重要になってきた．2017年1月に上海海洋大学出身
で，現在九州共立大学在学中の学生35名を対象に「中
国での日本語習得状況」を巡ってアンケート調査が行
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われた．アンケートには「九州共立大学の留学試験を
受けるために中国の大学でどんな科目を設置してほし
かったですか」という項目があった．これは選択問題
ではなく，学生に自由に記述してもらう形式の質問で
ある．その答えとして，一番にあげられていたのは「日
本文化」という科目である．
　日本語学部では基礎段階において「日本文化」とい
う科目が開講されておらず，教師がほかの科目の授業
に文化理解を盛り込む形になっている．今回のアンケ
ート調査の結果からみれば，留学志望の学生がうまく
留学試験を受けるために，そして日本に留学に行った
ら，より早く現地の生活に慣れるために日本文化に関
する科目を設置するか，ほかの科目の授業で日本文化
に関する解説を増やすなどして，留学志望の学生への
サポートを強めなければならない．
おわりに
　以上，本稿では上海海洋大学における日本語教育の
沿革，基礎段階におけるカリキュラム，教授法および
国際交流活動について考察を行ってきた．1993年に
設立されて以来，日本語学部は大きく成長し，数多く
の人材を育ててきた．一方，学生・教員数比や留学志
望の学生へのサポートなどの面においてさまざまな問
題点が存在していることも事実である．今後の課題と
して，上述の問題点を踏まえながら，いかにカリキュ
ラムとシラバスの改善に取り組んで多様な教授法を教
育現場に取り入れて，より効果的な日本語教育を実現
していくか，研究していきたい．
参考文献
１）中国教育部（2004）「普通高等院校基本办学条件
指標」
２）国際交流基金（2006）「読むことを教える（国際
交流基金日本語教授法シリーズ7）ひつじ書房
３）修剛（2008）「中国高等学校日語教育的現状与展
望　　――以専業日語教学為中心」日語学習与研究
４）戴煒棟，胡文仲（2009）「中国外語教育発展研究
（1949－2009）」上海外語教育出版社
５）言論NPO（2013）「第九回日中共同世論調査」
６）朱桂栄，林洪，他（2014）「日語協作学習理論与
教学実践」高等教育出版社
７）冷麗敏（2015）「教師，課堂，学生与日語教育」
高等教育出版社
８）国際交流基金（2016）「2015年度海外日本語教育
機関調査結果（速報値）」
９）程志燕（2016）「新中国日語教育的歴史与現実」
理論与現代化　第五号
10）張学新（2017）「対分課堂：中国教育的新智慧」
科学出版社
Received date 2017年5月29日
Accepted date 2017年7月10日
